













































した。運動につぃては、 2 回目に歩数計'を配布し、 1日に10,000歩(少なくと
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歩数につぃては、 2回目以降に測定しているため、 3 回目と4回目には各1




























































(60歳~75歳) 32名(55,2%)、有 B 群:50~諦歳17名(29.3%)、有 C 群:50
歳未満(42歳~四歳) 9名(15.5%)であった。
表2に示した通り、体重は初回には3群同等であった。いずれの群の体重も
































































a : VS 初回 Pく0.01、 b : VS 初回 Pく0.05、 C : VS 有 C 群 Pく0.05、 d ; VS 有 C 群 Pく0.01、 e : VS 有 C 群 Pく0.01
平均歩数(歩/日)
イiC 群(50歳未満)



















に同等であった。躋周囲径は、初回・ 5 回目ともに A群ではC群よりも有意
に高値であった(P く0.05)。また 3群とも初回から 5 回目にかけて有意に躋
周囲径の減少を認めたが(P く0.01)、 3群問の 6 ケ打問の躋周囲径の変化量
は同等であった。内ル棚罰方断面積は初回・ 5 回目ともにA群・B群はC群に
比べてそれぞれ有意に高値であった(P く0.OD。また3群とも初回から 5 回
目にかけて有意に内ル劫剤仂断面積の減少を認めたが(P く0.01)、 6 ケ月問の
内臓脂肪断面積の変化品は躋周囲経同様に3群間で同等であった。血清アルブ
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